
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度） 

S_BS-1 

計算位置 

既存ボーリング 

NO.2 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度） 

S_BS-2 

←西                                                                東→ 

佐原市街地 

地質断面図範囲 

３．評価 

（1）液状化層の評価 

凡  例 

 

・・・ FL＜１となる計算位置 

（設計加速度 249gal、マグニチュード 9.0） 

 

・・・ 液状化層 

As2
As1

Ac1 

Ds2 

解析条件： 

■基準：「建築基礎構造設計指針」 

（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■地表面最大加速度：αmax(249gal)

■マグニチュード：9.0 
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佐原市街地 

地質断面図範囲 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度） 

S_BS-1 

計算位置 

既存ボーリング 

NO.2 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度） 

S_BS-2 

←西                                                                東→ 

凡  例 

 

・・・ FL＜１となる計算位置 

（設計加速度 162gal、マグニチュード 9.0） 

 

・・・ 液状化層 

B 

Ac1 

As2

As1

Ds2 

解析条件： 

■基準：「建築基礎構造設計指針」 

（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■地表面最大加速度：0.65*αmax 

(162gal) 

■マグニチュード：9.0 
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佐原市街地 

地質断面図範囲 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度）

S_BS-3 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度） 

S_BS-4 

←南                                                           北→ 

凡  例 

 

・・・ FL＜１となる計算位置 

（設計加速度 249gal、マグニチュード 9.0） 

 

・・・ 液状化層 

B 

Ac2

As2

Ac1
As1 As1 

As3

Ds1 

Dc1 

Ds2 

解析条件： 

■基準：「建築基礎構造設計指針」 

（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■地表面最大加速度：αmax(249gal)

■マグニチュード：9.0 
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佐原市街地 

地質断面図範囲 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度）

S_BS-3 

計算位置 

詳細部ボーリング（H24 年度） 

S_BS-4 

←南                                                           北→ 

凡  例 

 

・・・ FL＜１となる計算位置 

（設計加速度 162gal、マグニチュード 9.0） 

 

・・・ 液状化層 

Ac2

As2

As1

As3

Ds1 

Dc1 

Ds2 

As1 Ac1

B 

解析条件： 

■基準：「建築基礎構造設計指針」 

（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■地表面最大加速度：0.65*αmax 

(162gal) 
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（2）地表面沈下の評価 
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佐 原 市 街 地 地 区 

（3）実測地表面沈下量との比較 

市役所 
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